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ひらめの 学校の 女の 校長 先生 は、 このごろお 年 を 

とって 眼鏡 を かけました。 とても 大きい 眼鏡な ので、 

生徒 はび つ くりして いました。 

「ま ァ、 何て 大きい 眼鏡でしょう ねえ。 あれで は 陸の 

上まで 見える でしよう よ。 此の間、 校長 会議で 竜宮へ 

いらつ した 時、 竜宮の 街で、 あの 眼鏡 を 貰って いらつ 

しゃった 〔# 「しゃった」 は 底本で は 「しゃった 匕 ンで 

すって。」 

生徒た ち は、 海の 底の 砂地に 腹 這って そんな 話 をし 

ていました。 とてもい いお 天気で、 海の 底に も ガラス 

のよう なまつ さおい 光りが 透けて、 水泡が ぶつぶつと 



物が 天界 から 降って 来たそう です。 飛魚さん のよう な 

かっこう をして、 何だか ものすごく 大きくて 動く 事 も 

出来ない もの だそう です ご 

小さい ひらめの 生徒 は、 わ あっと 声 を あげて よろこ 

びました 〔# 「よろこびました」 は 底本で は 「よろこ まびし 

た 匕。 気の 早い 生徒 はもう 浮きた つて、 ごぼごぼと 舞 

い 上つ て ゆく もの も ありました。 

体操の 先生 は、 急に、 ピリ ピリと 笛 を 鳴らしました。 

「あわてもの は 誰です か、 みんな 二列に 並んで、 きち 

んと列 をく ずさない ように 泳ぐ のです よ。 この間み た 

いに、 おこぜに いじめられ ると 困る でしよう。 いいで 



村の 衆 も、 学校の 生徒 も、 輪に なって、 暗い 海の 底 

で 祈りの 歌 をうたい ました。 夜が ふけて くるに つけ、 

今夜 は 月 あかりな のでし ようか、 海の 底が ぼお つと 明 

るくな りました。 

隣り 村の たこさん の 部落から もお 祈りの 声が してい 

ま ^9 

魚の 国で は どこの 部落 も、 よく 神様に お祈り を あげ 

ました。 神様が、 みんな を 可愛がって 下さる からです。 

竜宮の 鯛の 王様 も、 お祈りが 好きです。 ひらめの 学 

校から は、 毎年、 竜宮へ 留学生 を 出します けれど、 し 

ばらく して 戻って 来る ひらめの 学校の 生徒 は、 みんな 



立派に なって 戻って 来ました。 

そして、 いつでも 村の 為になる ことば かりしょう 〔# 

「しょう」 は 底本で は 「しょう 匕 と 競走し ます。 魚の 国に 

はお 金 はない けれど、 みんなよ く 働き、 みんな 仲よ し 

でした。 校長 先生 はいつ も、 眼鏡 を かけた まま 学校の 

なか を ゆらゆら 泳いで いらっしゃいます。 本当に、 そ 

の 眼鏡 は ひらめ 学校の 校長 先生に ふさわしの もので し 

た。 
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